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1　 は じめに

　婚姻は民俗学の 重要な研究領域 の
一

つ で ある 。 婚姻形態や風俗 習慣が意味するもの をそれ

が存在 して い る社会、 すな わ ち地域や家族 との 関わ りか ら考察 したい と思 う。 チ ベ ッ ト族 の

婚姻形態に は
一夫一

婦婚 ・一夫多妻婚 ・一妻多夫婚が ある。 ほ とん どの 場合 、 男女が 1対 1

で結婚 する
一

夫
一

婦婚で ある。 しか しなが ら
一夫多妻婚や一

妻多夫婚もそ の数は僅 かで はあ

るが存在す る 。 現在にお い て もこ の ような不均衡 な結婚を して い る人 々が 生活 して い る と こ

ろが ある。その 理由を探 るべ く、本論文で はチベ ッ ト族の
一妻 多夫婚 に 焦点をあて て 、調査

をお こな っ た村に つ い て述べ る。本研究で は
一
妻多夫婚が 多くお こ なわれて い る とい う中国

雲南省迪慶藏族自治州徳欽県に ある村で の 調査 をも とに
、 チ ベ ッ ト族 の 2 つ の 村の 比較か

ら、その 村の 村民の 婚姻形態を考察す る 。 どち らもチ ベ ッ ト族の 村で あ り、チ ペ ッ ト族の 風

習が 色濃 く残 っ て い る 。 ゆえに その 2 つ の村 の村民 は同 じよ うな婚姻形態を と っ て い る と

考 え られ るが 、実際 には こ の 2 つ の村に は異な っ た婚姻形 態が存在 して い る。 こ の 2 つ の

村の 事例をも とに
、 チ ペ ッ ト族の

一
妻多夫婚が どの よ うな状況の もとで存在す るのか を考察

す る。

2　先行研究と問題点

　チベ ッ ト族の 婚姻形態の ひ とつ で あ る
一
妻多夫婚に つ い て の研究で 、

こ の よ うな婚姻形態

をお こな う理 由として 、 合田 （1988， 241）は以下 の 6点 を挙 げて い る。（1）財 と労働力の

分散 を防 ぐこ とが で きる。 （2）兄弟が分業 （牧畜 ・商業な ど）をお こな うの が チ ベ ッ ト族の

一般 的な労働形 態で あ り、妻を共有 し同居 する こ とで 、経済的に も協力す る こ とが で き る 。

（3）兄弟の うち誰かが 放牧や商用 で留守 に して も妻 は 安心 して い られ る 。 （4）父系氏族の 結

束が 維持され る 。 （5）婚資の 支払い が 多い ため に兄弟それ ぞれに妻を娶る こ とが困難で あ っ

た 。 （6）兄弟が 同居 しそれぞれ妻 を娶 る と、こ の 妻たちが互 い に嫉妬 して争 うこ とが多 い
。

兄弟的多夫一
妻婚で は、 こ うした問題が起 こ らない

。 また古 くは河 口 慧海が
一
妻多夫制の 発

生原因を 「チベ ッ トは痩せ た国なので 、 兄弟め い め い に妻を持つ ことにな る と、 財産を分配

せ ねばな らぬ の で 、こ の ような習慣が 仏教 の は い る前か ら形成 され て い た ように思われ る」

（河 口 1978， 94） と、述 べ て い る 。 経 済的理 由か ら一妻多夫婚 とい う婚姻形態が とられ て い

る として い るが 、 それ だ けで は ない と述べ る研究 もある 。 陸 （1991，33）は
「同一

の 父母か

ら生 まれた子供が
一

緒に成長す る の が最大の 幸福で あ る、 とされて い る 。 家族内で は、（嫁
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が
一

人 なの で）嫂 と弟嫁 ど うしの い さか い とい っ た よ うなこ とは み られず 、

一
家 は 睦 まじ

い 」 とし て 父系血縁共同体的な団結の た め に こ の よ うな結婚をする と して い る 。

　
一

妻多夫婚 とい う婚姻形態は現在に お い て もとられて い る の で あろ うか。もしとられて い

る とすれば どの よ うな理 由か らで 、 また とられ て い ない 場合に はなぜ一
妻多夫婚をや らな い

の で あろ うか 。 さ らに は 、 中国で は 1950年に婚姻法が制定され、 1980 年 と 2001 年 に改正

された 。 その 婚姻法の 規定で は一夫一婦婚を原則 として い るが、法律の 面か らは 一妻多夫婚

をどの よ うに とらえて い るの か 。
これ らの 点 に着 目して 、 調査を お こな っ た 2 つ の 村の 比較

を もとに、
一

妻多夫婚が存在す る状況 の 考察 を試 みる。

3　調査地域の概況

　雲南省迪慶藏族 自治州 は、雲南省の 西北部に位置 し 、 四川省 、 チ ベ ッ ト自治 区 と境を接

して い る （東経 98°37 分 〜 100° 23分 、 北緯 26°57 分 〜 29° 12 分）。 面積 は 23870平方キ ロ

メー トル あ り、自治州内は香格里 拉県（1）、徳欽県、維西 県の 3 県か らなる 。 本論文 の調査地

は徳欽県にあ る 。 徳欽県には 1990年の 時点で チベ ッ ト族 ・リス 族 ・ナシ族 ・白族 ・イ族 ・タ

イ族 ・ヌ
ー
族 ・プ ミ族 ・ラ フ族 ・漢族 ・

ハ ニ 族 ・ミャ オ族 ・壮族な ど 13の 民族が暮ら し、総

人 口 は 58658 人で あ り、少数民族の 総人 口 は 57790人 で全体の 985％ を占め る 。 そ の 中で

もチ ベ ッ ト族は総人口 の 81％ を占め て い る。徳欽県 は 8 つ の 鎮か らな り（2）、そ の 中の 1 つ

の鎮で ある B 鎮の 中に 5 つ の 行政村、さ らに その 下に 78 の 自然村が ある 。 5 つ の 行政村 の

一
つ で ある 、 B 行政村（3）に は 22 の 自然村が あ り、 本論文の 調査地で あ る 2 村は こ の 自然村

の 中に属す 。 B 行政村の 総面積は 1245 平方 キ ロ メ ー トル で ある 。 昔か ら こ の地域は
“

茶馬

古道
”

東線の 主要中継地点で ある 。 現在で は香格里拉県か らチ ベ ッ ト自治 区の境 まで延びて

い る国道 214号 の沿線上 に ある 。 B 行政村の 中心に は商店や市場、招待所な どが 集まっ て い

る商業地域が あ り、徳欽県の県城か ら 106km、香格里拉県の 県城 か らは 82km、昆明か らは

787km 、チ ベ ッ ト自治区ラサ まで お よそ 1300km の位置 に あ り、標高 は 2025m ある。こ の

地域 の 年平均気温は 14℃ 〜 16℃ 、最高気温 36℃ 、 最低気温一7．4 ℃ 、 年間降水量 373．9mm

で 、 5 月 〜 10月 まで の 降水量が年間降水量の 93．7％ を占め る （普 2005
，
264− 274）。

　 B 行政村の 主な生業は農業で 、標高の 高い 所で は農業 と牧畜業を営んで い る 。 主な農作

物は小麦 ・チン クー （裸麦）・トウ モ ロ コ シ で 、 そ の他に家庭 で各種野菜 ・豆類 ・芋類が 作

られ て い る 。 多 くの 場合 、 農作物は 自家消費して い る。また経済林 として サクラン ボ ・リン

ゴ ・胡桃が あ る。 2003年か らブ ドウ栽培を始めた村 もあるが 、 ブ ドウ栽培は採算の取れて

い る所 とそ うで ない所 に分かれ、あま り多 くの 場所で はお こなわれて い な い 。

　 この地域 を調査地 に選 んだ理 由は、チ ペ ッ ト族 の 人 口比率が ほ ぼ 100 ％ に近 く、漢族を

含め、他の 民族の 人 口が 少な い
。 従 っ て、 この地域のチベ ッ ト族が 自分たち固有 の風俗 習慣

を守 り続けるこ とが で き、 それゆえに こ の 地域で あれば一
妻多夫婚が存在する と考えた か ら

で ある。漢族が こ の 地域に あま り入 っ て こなか っ た原因の 1つ として 、以下の ような事実が

残っ て い る 。

「1936年 5 月 6 日に 中国工 農紅軍は長征の 途上で 中甸県の 上橋頭 で徳欽 県の
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東竹林寺 の僧侶 やチベ ッ ト族の 部族長が率い る武装 した地方の反 動勢力の 攻撃 を受 け、紅軍

は敗れた 。 そ こ で徳欽県方面へ の北上を余儀な くあき らめなけれ ばならなか っ た 。 従 っ て徳

欽県へ は進行せず、四川省 の 得栄 へ と進 んで い っ た 」 とい う経緯が あるの で （雲南省中甸県

地方志編纂委員会 1997
，
271− 274）、古 くか ら徳欽県へ の漢族の進入 は少なか っ た と思われ

る 。 こ の こ とか ら徳欽県の い くつ かの 鎮 に は チベ ッ ト族が 多 く、チベ ッ ト族の 伝統的な風習

が残 っ て い る 。 とりわけ B 鎮 を含む 2、3 の 鎮 で
一妻 多夫婚が 多 い とい われて い る （徳欽県

志編纂委員会 1997
，
335）。

4　2村の概況

　本研究の 調査地で あ る 2 村 、 j村 と g 村に つ い て、地理的 ・経済的概況並 び に 2 村の 村民

の 家族構成 と婚姻形態 につ い て 述べ る。

4．1　 地理的概況

」村 は B 行政村の 中心 か ら香格里拉県の県城方面へ 2  行っ た所に位置する村で あ る 。

国道 214号の沿線に あ り、村の 中へ も車で 入る こ とが で きるほ ど交通の便が非常に良い
。 標

高 2025m の 村で ある。

　g村は j村か ら さ らに香格里拉県の 県城方面へ 12km 行 っ た所に位置する村で あ る 。　B 行

政村の 中心か らは 14km ある 。 や は り国道 214号沿い にあ る村で 、国道は g 村を貫 く形で

通 っ て い る。 2 村 とも国道 の 沿線沿 い に あ る が 、j村の 方が B 行政村の 中心 に 近 い だけ生活

面で は 便利で ある。 g 村の 標高も」村 と同じ 2025m で あ る。

4．2　 経済的概況

　 2 村 とも主な生業 は農業で あ るが、収穫 した農作物 はすべ て 村民が 各家で 自家消費 して

お り、市場 に 出 して い な い
。 2 村の 村民が保有して い る土地は 、 j村で は村民一人 あた り O．8

畝 （約 533   ）分配 されて い るが 、正確に言えば、良い 土地を 05 畝 と良 くな い 土地を 0．3

畝で 合わせ て O．8 畝で あ る 。 j村の 平均家族数 は 5 人で あ るの で 、1 戸あた り平均 4 畝 （約

2667   ）保有 して い る こ とに なる。g 村で は村民
一

人あた り0．9 畝 （約 600　ni）で あ る 。　 g

村 は平均家族数が 55 人 と j村 よ りやや多い
。 従 っ て 1 戸あた り平均 4．95 畝 （約 3300nf ）

保有 して い る こ とに なる。 収穫物 に よる現金収入 はな い の で 、 2 村の 主な収入源は以下の よ

うで あ る 。

　j村の 村民 は 、 トラ ッ クに よ る運搬の 仕事に携わ っ て い る
（4）

。 徳欽 県で 鉱石 の採掘が 始

まっ た 2004 年 5 月か ら トラ ッ クに よ る運搬の 仕事をす る人が増えた 。 2006年 5 月現在 、 j
村の 1戸を除 くすべ て の家庭で トラ ッ クを所有 して い る 。 収入 は 2 年前 に比べ て 2 倍に な

り、」村の 1 戸あた りの 平均年収は 4 万元 （約 60万円〉で あ る 。 村民の 中で最 も収入 の多い

人で 年間 10 万元あ ま り、少な い 人で も 1、 2 万元の収入が あ り、 トラ ッ クを所有 しない で 、
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人に雇 われ て い る人で 、 4000元の収入が あ る 。 こ の 村か ら出稼ぎに出て い る村 民は い ない

が 、 その他 に 、 煉瓦づ くりを して い る家
（5）や 1 戸だ けで はあ るが、B 行政村の 中心 に招待所

を開業して い る村民 も い る （6）。また j村の 畑 は 日当た りが 大変 良 い が 、 2003年か ら始めた

ブ ドウ栽培 は、2 戸 の みが や っ て い る
（7）。

　g村で は j村の よ うに トラ ッ ク の 仕事やバ ス の仕 事に 携わ っ て い る村民 は 8、 9 人 （総人

口 132 人中）で ある 。 や は り出稼 ぎに 出て い る村民は い な い
。 そ の 他の 村民は 、 松茸採取で

現金収入 を得て い る。B 行政村の 村々で は、毎年 7 月中旬 〜 10月 まで 山へ 松茸 を採 りに 行

き、 それ を現金化す る 。 松茸採取で得 られ る収入 は 1戸あた り平均 3、4000元 （約 45000

円 〜 6 万 円〉で あ る 。 最 も多い 家で も 5000元 ほ どで あ る 。 また ブ ドウ栽培 は、g 村で は 1

戸の み がや っ て い る 。 や は り採算が合わな い の で、次第 に減 っ て い っ て、1戸の み に なっ て

しまっ た。収入面で は上記の 点か らみ る と、j村 と g 村 とで は明 らか に j村の 方が裕福で あ

る とい え る 。 また 2 村 の 家屋な どか らもそれはわ か る。その 上 j村で は 山へ 松茸 を採 りに行

く村民 は い な い 。それ は トラ ッ クに よ る収入 が 十分 にあ るか らで ある 。

4．3　 村民の 人ロ と家族構成

　j村 の 総人 口 は 131 人で 、男女比率が 男 ：女一 100 ：107．94 で 、 女性の 数が 若干多い 。村

の 中で最 も多い の は、 10代の 女性で ある。総世帯数 は 26 戸であ る。核家族が村の 3分の 1

以上を 占めて い る 。 j村で注 目すべ き点 は 、 新居住の村民が 14戸 あ り、その うち分家 して い

る村 民が 10 戸 （385 ％）で あ る。j村で は以前か ら分家が 頻繁にお こなわれ て い る 。　j村 の

村民の 経済力が こ の ような こ とを可能に す る状況 に あ る。また j村 は B 行政村 の 中心 に近

い の で
、

生 活面で も交通の 面で も非常に便利で あ り、か つ こ の 村の 土地 は 日当た りが よ く、

肥沃で あ るの で 、 よ そ の 村か ら j村に 引 っ 越 し て きた い と願 う村民が い る 。 残 る 4 戸 は よそ

の 村か ら引っ 越 して きた 村民で あ る 。
こ の よ うな新居住 の 家が村の 半分以上 （53．8％ ）を占

め る。

　 g 村の総人口 は 132人で 、 男女比率が男 ： 女＝ 100 ：94．12 と g 村は女性の方が 少ない
。

g村 で も 10代 の女性が一番多か っ た。 こ の 点は 2 村以外の 村 で もみ られた現象で ある 。 理

由 として は、男性は 出家 しラ マ 僧 とな っ て 村を出て寺 で暮 らす ようにな る人がい る こ とや 、

女性 は進学す る人が 少な く、中学 を卒業す るか 或い は中退 して 家の 手伝 い をす る の で 、村に

残 る率が多 い
。 g村 の 総世帯数は 24戸で、　j村 と比べ る と、総人 口 は 1 人多い が 、世帯数は

2 戸少ない 。（表 1− 1）か らわか る よ うに、1戸あた りの 平均家族数が g 村の 方が多 くなる 。

そ して （表 1−2）か らわか る ように
、 村の約 4 分の 3 が直系家族で 、また三 世代家族で あ る

。

こ の こ とか ら若干で はあ るが 、j村の 方が g村よ り核家族化 して い る とい え る 。 そ の 上調査

した家に関 して い えば 、 g 村に は j村で みられ たよ うな分家 して 、 新た に家を建て た村民は

い ない
。
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（表 1−1）j村 と g 村 の 村民概況

村 総人口 （人） 男女数 （人） 男女比率 総世帯数 （戸） 平均家族数 （人）

」村 131 男 63　 女 68100 ： 107．94 26 5．04

9 村 132 男 68　女 64100 ：94．12 24 5，5

（表 1−2）
村 核家族 （戸） 直系家族 拡大家族 その他 一

世代 二 世代 三世代 四世代

j村 　 9

（346 ％）

　 15

（57．7％）

　 1

（3．8％）

1 1 　 9

（34．6％）

　13

（50％）

　 3

（115％）

9 村 　 6

（26，1％）

　 17

（73．9％）

0 1 0 　 6

（26．1％）

　 17

（73．9％）

0

出所 2006 年 の 調査 に よる。

4．4　村民の 婚姻形態

　j村に は 38 組の 夫婦が い る 。 村民 は村外婚が 多 く、
B 行政村の 隣村出身者 と結婚 して い

る人が多 い 。 婿入 りも多 い
。 その 38組は すべ て

一
夫
一

婦婚で ある。 現在村に は 1組の イ ト

コ 婚 （母方交叉イ ト コ 婚）が い る 。 j村で は 18、 9 年前 に はイ トコ 婚をす る人が 多か っ た 。

しか し、イ トコ 婚をす る と劣性遺伝に よ る身障者が生 まれ る危険性が ある との 理由か ら、現

在で は この よ うな結婚を しない 方がよい と指導 されて お り、 そ の数 が減 っ て きたので ある 。

　j村には現在一妻多夫婚や
一夫多妻婚 をして い る夫婦 は い ない

。 た だ兄弟型一
妻多夫婚は

1900年代初め 頃に 1組だけあ っ た 。 姉妹型一夫多妻婚も 1980年頃に して い た村民 は い た

が 、現在その 村民は、その 姉妹の 中の
一

人 と
一
夫

一
婦婚の 形で 結婚 して い る。っ ま りj村で

は以前か ら一
妻多夫婚や一夫多妻婚 とい う婚姻形態が お こなわれて こなか っ たわけで あ る。

j村 で
一

妻多夫婚がお こ なわれ て こ なか っ たこ とは 、
こ の村 に分家 した村民が 多 い こ とと関

係が ある と考え る 。 j村で は以前か ら分家が頻繁に お こなわれ て きた
。 村民の 中に は 4 人 の

息子それぞれ に家 を建て てや っ て 、 分家 させ た とい う例 もある 。 分家が 頻繁にお こなわれれ

ば 、

一
妻多夫婚は少 な い はずで ある 。

　j村の 村 民 に
一

妻多夫婚 とい う婚姻形態 に つ い て ど う思 うか聞 い た と こ ろ、「非常 に羨 ま

しい と思 うが 、 兄弟や夫婦の仲が 悪 くな っ た ら、
い やで あ る」 と 、 答えた 。 この こ とか ら、

村民 自身は
一

妻多夫婚 とい う婚姻形態に対 して 悪い 印象を持っ て い ない こ とがわか る 。 しか

しなが らj村で
一妻多夫婚が存在 しない 理由は 、 この ような婚姻形 態が とられて こなか っ た

か らで あ る 。 すなわ ち
一
妻多夫婚をす る風習が なか っ たか らで 、それ は分家が さか ん に お こ

なわれて い た こ とが 影響して い ると思われ る。

　 g 村で は現在 に お い て も一妻 多夫婚がお こ なわれ て い る 。 g 村には調査で きなか っ た 1家

庭 を除き 、 38 組の 夫婦が い る 。 そ の 中で
一

夫
一
婦婚が 28 組 （73．7％）、 兄弟型

一
妻多夫婚が

9 組 （23．7％）、 姉妹型一夫多妻婚 も 1組 （2．6％）い る 。

一
妻多夫婚家庭は 8 戸で、その う

ち親の 世代 と息子の 世代で それぞれが
一
妻多夫婚をお こ な っ て い る家が 1戸含 まれて い る 。

さらに その 家の 親の 世代で は、三 兄弟で
一人の妻を娶 っ て い る 。 その他 の

一
妻多夫婚を して
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い る村民は、二 人兄弟で
一

人 の 妻 と結婚して い る。以前は
一

妻多夫婚 を して い る人 は 、7、8

組で あっ たが、現在 の 方が若干多 くな っ て い る。それは 一妻多夫婚 を望 む人が こ の 村 に は 多

い か らで ある と村民 は い う。

　g 村 に現在存在す る兄弟型
一

妻多夫婚は 、 1961年 〜 2000 年まで に お こ なわれ た もの で 、

そ の 妻達 はすべ て g 村以外の村の 出身者で ある。9 人の 妻の うち、隣の 村で ある Z 村 の 出身

者が 3人、山の 上 に位置す る c 村出身者が 2 人 、 他の 4 人 は g 村周辺 の村 の 出身者で あ る 。

また妻達 は 10代で 嫁い で きた人が 3 人 、 20 代前半が 5 人 、 20 代後半が 1人で あ っ た 。 さ

らに 9組すべ て が結婚当事者の親が決 めた結婚で あっ た。なぜ一妻多夫婚を したか に っ い て

村民に尋ねた とこ ろ、
一

夫
一

妻婚 と全 く同じ認識で結婚を して い て、単に夫が
一人か二 人か

ぐらい の 違い しか ない とい う答えで あ っ た 。 従 っ て g村 の 村民に して みれば、
一
妻多夫婚は

特殊な婚姻形態で あ る とい う意識は全 くない の で ある。だ か らこ そ以前か らず っ とお こなわ

れ続 けて お り、その 結果 と して現在 も存在 して い るの で ある 。

（表 2）j村 と g 村の 村民の 婚姻形態

村 夫婦総数 夫方居住 妻方居住 新居住
一

夫
一

婦婚
一

夫多妻婚
一
妻多夫婚

j村 38 組 7 戸

（269 ％）

4 戸

（15．4％）

14 戸

（53£ ％）

38 組

（100％）

0 0

9村 38 組 18戸

（75％）

5 戸

（20．8％）

0 28 組

（73．7％）

1組

（2．6％）

9 組

（23フ ％）

（出所）2006年の調査 に よ る 。

5　g 村の 一 妻多夫婚の事例

　g 村で聴 き取 りに よ っ て
一

妻多夫婚に 当たる事例 として調査 し得た の は 、 8 戸 9 組の 夫婦

で あ る 。
こ の 9 組 とも兄弟に よる

一
妻多夫婚で ある。g村 で は以前か ら

一
妻多夫婚が お こな

われて お り、数の 上で大 きな変化はない
。 すなわち g 村で は一妻多夫婚が 慣習 として 定着 し

て い て 、

一
夫

一
婦婚と同様に おこ なわれて い る。

　そこ で g村 に現在存在 して い る
一妻多夫婚 を 3 タイ プに分類 して 考察しよ うと思 うが 、あ

えて この ように 類型化す るの は 、 類型化す るこ とが本来の 目的で はな く、類型化す る こ と

で 、その 婚姻の 構造的な把握 と各家族の 特質を見い だすた めで ある 。

［事例 1］世帯主の 親 の 世代で
一
妻多夫婚をお こな っ て い る夫婦 （2 組）

　 A 家は 三世代の 7 人家族で ある 。
こ の家 の 一妻多夫婚夫婦は 1968年に結婚 した 。 その妻

は 20 歳の 時に嫁 い で きた 。 G 家 も三世代 の 7 人家族で 、 こ の 家 の
一妻多夫婚夫婦 は 1972

年に 結婚 した。その 妻は 27 歳の 時に g 村 の 隣の 村か ら嫁い で きた 。
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3．A 家

　 　 △

（61）

○

（58）

△

（59）

5。G 家

△

（59）

○

（61）〈z村〉

△

（57）

Ego （37）
○

（37）

　 ▲

Ego（33）
○

（28）

014　

（

　

）

△

12
　

（

△

13
011

　 （図 1）A 家 と G 家の 家族構成

（注）各事例の 番号 は
、 参照資料の g村村民 の 家族状況 の 表内の 村民番号で ある。

［凡例］

△ 男性　 ○女性　＝ 結婚　一
兄弟姉妹　 0 年齢　 く〉出身地

△
〆
婿入 り

［事例 2］世帯主が
一
妻多夫婚を して い る夫婦 （5 組）

　こ の 5 組は 1987年 〜 2000 年 に結婚 して い る 。 B 家は二 世代の 5 人家族で ある 。
こ の 家

の 世帯主は 1987年 に結婚 した 。 その 妻 は 21 歳の 時に隣の 村か ら嫁 い で きた 。 D 家は 三 世

代の 7 人家族 で ある 。 こ の 家の
一

妻多夫婚夫婦は 1988年 に 結婚 した 。 妻は 19歳で 嫁 い で

きて い る。W 家は三世代 の 7 人家族 で あ る。 W 家の
一
妻多夫婚夫婦は 1992年に結婚 し、

その 妻 は 24 歳で 嫁 い で きた 。 Q 家 も三 世代の 7 人家族で ある 。　Q 家の 夫婦 も 1992年に結

婚 した 。 その妻 は 山の 上 にあ る村の 出身で 、 21歳で 嫁い で きた 。 L 家 は 三 世代の 6 人家族

で ある。 こ の 家は g 村の中で最も新 しい 一妻多夫婚の 夫婦で あ る。彼 らは 2000年に結婚 し

た 。 やは りそ の 妻 は隣の 村か ら 19歳で 嫁い で きて い る。

18。B 家 1，D 家

△

一
　　　　 〇　　　 ▲△

（39） （40）〈z村〉

018

○

Ego（35）

（12）

△

（45）

○

（37）

017

▲

Ego （43 ）

△

16
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10．W 家

△ ○

12．Q 家

　 　 　 △ ○

△

鋤

　

　

　

　

　
△

窃

・

円
鉱

▲

鶤

家L雌

○

▲

Ego（43）

○

（35）〈c村〉

013 △

11

△

△

（34）

△

（29）

○

（25）〈z 村〉

▲

Ego（24）

　　　 ○

　　　 （5＞

（図 2）B 家、D 家、w 家、Q 家、L 家の 家族構成

匚事例 3］2 組の 一妻多夫婚夫婦が い る冢庭

　 Y 家 は三 世代の 9 人家族で 、 親 の 世代 と息子 の世代 で それぞれが
一

妻多夫婚 を して い

る。 親の 世代 は三 兄弟で
一

人の 妻を娶 っ て い る 。 そ の妻 は 17歳で嫁 い で きた。親の世代 は

1961年 に 結婚 し、現存す る g 村の
一

妻多夫婚夫婦 の 中で 最 も古い 夫婦で あ る 。 息子の 世代

は 1988年に結婚 した。 息子達 の 妻は 山の 上 にあ るc 村の 出身で 、24 歳の 時に嫁い で きた 。

　 14．Y 家

△

（78）

△

（67）

○

（62）

△

（58）

△

（44）

○

（42）〈c 村〉

▲

Ego（40）

017 013　

（

（図 3）Y 家の 家族構成

以上 g村の 一妻多夫婚夫婦 を み て きた 。 g村で は、1970 年代初め以前 よ り、1980年代後
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半以降に一妻多夫婚をお こ な う夫婦が多か っ た 。
こ の ように g 村で は 以前か ら

一
妻多夫婚

が お こなわれ て きた 。 それは村民が
一
妻多夫婚を

一
夫
一

婦婚 と同じような認識で とらえて お

り、 2 っ の 婚姻形態の違 い は 、 夫が
一人か二 人か の 違 い ぐらい しか な い と し、

一
妻多夫婚が

特殊な結婚で は な い と考え て い る か ら で あ る。 こ の こ とか らもわ か る よ うに一妻多夫婚は g

村に 定着 した婚姻形態で あ り、 ゆ えに 現在 に お い て もお こ なわれ 続けて い るの で ある 。

6 　まとめ

　以上、
一
妻多夫婚が存在 しな い j村 と存在する g 村 との比較か ら、 チベ ッ ト族 の

一
妻多夫

婚が どの ような状況の も とで存在 するの かに つ い て考察 して きた。 ともに国道沿い にあ る 2

村の 距離 は 12km しか離れて い な い が、　j村で は以前か ら
一
妻多夫婚はお こ なわれ て お らず、

その反対に g村で は 以前か ら
一妻多夫婚が お こ なわれて きて お り、 現在 も存在 して い る

。
こ

の 2 村を比較 した とこ ろ、村の 人 口面か らは 2 村は ほ とん ど差が な い
。 た だ調査 した と こ ろ

j村は女性が 多 く、 g 村は女性が 少ない とい う結果が 出た 。 しか しなが ら女性の 多 い 少ない

とい うこ とは、直接的 に は
一
妻多夫婚の 有無 に関係す る とは い えな い

。 それ は筆者が B 行

政村 に ある他 の村を調査 した ときに、女性の 多い村で も少ない 村で も
一
妻多夫婚を して い た

か らで ある。

　一
妻多夫婚が お こ なわれて い る こ とは 、 その 村 に

一
妻多夫婚 とい う婚姻形態が 定着して い

るか 否か に よ る 。 すなわち g 村 で は
一

妻多夫婚が
一

夫
一

婦婚 と同じ よ うにお こ な われ て き

た 。 それ は村民 の 認識の 中で こ の 2 つ の 婚姻形態が あ まり違 い が ない と考えて い る こ とに あ

る 。 よっ て 以前 か らお こ なわれ、現在 もお こ な われ続けて い る 。 それ だけ
一
妻多夫婚が村に

根付い て い る こ とを意 味して い る 。 で は 、 j村 は とい うと、j村で も 100年 ほ ど前 に 1 組だけ

一妻多夫婚夫婦が い た が 、その後は全 くな い
。 すなわ ちj村には この よ うな婚姻形態 は定着

しなか っ たわ けで ある。j村で は、以前か ら分家が頻繁 にお こ なわ れて きた 。 息子達が結婚

す る ときに それ ぞれ が嫁を娶っ て 、 親か ら土地や家屋 、 家畜などを分け与 えられ る 。
こ の よ

うな状況 に おい て 、兄弟で 1 人の 女性を妻にす る
一
妻多夫婚をお こ な うこ とは考え なか っ た

の で ある 。 よ っ て j村の村民は
一

妻多夫婚 とい う婚姻形 態を とっ て こなか っ た と思われ る 。

j村 の 村民 自体 は
一

妻多夫婚に つ い て 羨ましい婚姻形態 で あると い う良い 印象を持 っ て い る

の で 存在 して も不思議で は ない が 、 j村で は以前か らこ の ような婚姻を して こ なか っ たため、

現在 も一妻多夫婚 を しない 。 こ の よ うに
一

妻多夫婚 と い う婚姻形態が存在す る、 しな い か

は 、 以前か ら
一

妻多夫婚をして きか 、 して こ なか っ たか とい うこ と に大き く影響する 。 j村
と g 村の 村民の 婚姻形 態を考察す る限 りにお い て は、それ ぞれの 村 に以前か ら一妻多婚 をす

る風 習が あ るか ない かが大 きな原因で あ り、そ して j村に 一妻多夫婚が存在 しなか っ た こ と

は 、 j村自体の 経済力が この よ うな婚姻形態 をとる必要が なか っ たた めで あ る と考え る 。

　 また婚姻法の 原則 は一夫一婦婚 で あ っ て 、一妻多夫婚や一夫多妻婚 は許されて い ない 。 村

民は この 法律に つ い て認知 して い るが 、それ で も g村で は 2000年に最 も新 しい
一
妻多夫婚

夫婦が 生 まれて い るの は 、 以前か らお こなわれ て きて い る婚姻形態で あ っ て 、 慣習の 方を重
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視 して い る と考え られる 。

　今後の 課題 と して は
、 チ ベ ッ ト族の 一妻多夫婚は そ の 婚姻形態は変化が な い が、その 婚姻

形態が存在する環境 とい うもの は変化 して き て い る とい え る。

一
妻多夫婚が存在 す る環境が

どの ように変化 して きたか に っ い て 考察を試み たい
。

【参照 資料】

（図 4）j村 と g 村の 地理的位置

．

六

？
．

癡 懿
ゴ

鬱難戀無審離

（出所）徳欽県志編纂委員会編 （1997）『徳欽県志』 雲南民族出版社

（表 3）j村村民の 家族状況

村民 家族数 （人） 男女数 （人） 世帯 家族構成 夫方 ・妻方居住 婚姻形態

1 5 男 3　 女 2 三 直系家族 夫方居住 一夫一婦婚

2 7 3　 　 4 四 直系家族 夫方居住
一

夫
一

婦婚

3 8 3　　 5 四 直系家族 夫方居住 一夫一婦婚

4 7 4　 　 3 四 直系家族 妻方居住
一

夫
一

婦婚

5 3 2　 　 1 二 核家族 新居住 （分家）
一

夫
一

婦婚

6 3 1　 　 2 二 核家族 新居住 （分家）
一

夫
一

婦婚

7 5 2　 　 3 三 直系家族 新居住 （分家）
一

夫
一

婦婚

8 4 2　 　 2 二
　 一 一

9 4 2　　 2 二 核家族 新居住 （分家）
一

夫
一
婦婚

10 4 2　 　 2 二 核家族 新居住 （分家）
一

夫
一

婦婚

11 5 2　 　 3 三 直系家族 妻方居住
一

夫
一

婦婚

12 4 2　 　 2 二 核家族 新居住 （分家）
一

夫
一

婦婚

13 4 2　 　 2 二 核家族 新居住 （分家） 一夫
一

婦婚

14 5 3　 　 2 三 直系家族 夫方居住
一夫一婦婚
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15 6 3　　 3 三 直系家族 夫方居住
一

夫
一

婦婚

16 8 3　 　 5 三 拡大家族 妻方居住
一

夫
一
婦婚

17 5 4　 　 1 三 直系家族 新居住
一

夫
一

婦婚

18 6 4　　 2 三 直系家族 新居住 （分家）
一
夫一婦婚

19 6 3　 　 3 三 直系家族 新居住
一

夫
一

婦婚

20 6 2　　 4 三 直系家族 妻方居住
一

夫
一
婦婚

21 5 2　 　 3 三 直系家族 新居住
一
夫
一
婦婚

22 2 1　 　 1 一
核家族 新居住 （分家）

一
夫
一

婦婚

23 4 1　 　 3 二 核家族 新居住
一

夫
一
婦婚

24 3 2　 　 1 二 核家族 新居住 （分家） 一
夫
一

婦婚

25 6 2　 　 4 三 直系家族 夫方居住
一

夫
一
婦婚

26 6 3　 　 3 三 直系家族 夫方居住
一

夫
一

婦婚

（出所）2004年 5 月の 調査 に よ る 。

（注）3 は母方交叉イ トコ 婚 で あ る 。

　　 8 は幼い ときに両親を亡 くし、 離婚 して戻 っ てきた姉と姉の 子 ども達と暮ら して い る 。

（表 4）g 村村民 の 家族状況

村民 家族数 （人） 男女数 （人） 世代 家族構成 夫方 ・妻方居住 婚姻形態

1 7 男 4　女 3 三 直系家族 夫方居住
一妻多夫婚

2 5 2　 　 3 三 直系家族 夫方居住
一

夫
一

婦婚

3 7 4　 　 3 三 直系家族 夫方居住
一
妻多夫婚

4 5 1　 　 4 三 直系家族 夫方居住 一夫一婦婚

5 7 4　　 3 三 直系家族 夫方居住 一妻多夫婚

6 7 3　 　 4 三 直系家族 夫方居住 一夫一婦婚

7 6 3　 　 3 三 直系家族 夫方居住 一夫一婦婚

8 4 3　 　 1 二 核家族 夫方居住
一

夫
一

婦婚

9 4 3　　 1 二 核家族 夫方居住
一

夫
一
婦婚

10 7 5　 　 2 三 直系家族 夫方居住
一

妻多夫婚

11 5 2　 　 3 三 直系家族 妻方居住
一

夫
一
婦婚

12 7 3　 　 4 三 直系家族 夫方居住
一妻多夫婚

13 4 1　 　 3 二 核家族 妻方居住
一

夫
一

婦婚

14 9 5　 　 4 三 直系家族 夫方居住 二 世代 の
一妻

多夫婚

15 6 3　 　 3 三 直系家族 夫方居住 一妻多夫婚

16 4 2　 　 2 二 核家族 妻方居住
一

夫
一

婦婚

17 4 2　 　 2 二 核家族 夫方居住
一

夫
一

婦婚

18 5 2　 　 3 二 核家族 夫方居住 一妻多夫婚

19 5 3　　 2 三 直系家族 妻方居住 一夫多妻婚

20 6 2　 　 4 三 直系家族 夫方居住
一

夫一婦婚

21 6 4　 　 2 三 直系家族 妻方居住 一夫一婦婚

22 5 2　 　 3 三 直系家族 夫方居住
一

夫
一

婦婚

23 7 5　　 2 三 直系家族 夫方居住 一夫一婦婚
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一 一 コ
　 （出所）2006年 5 月の調査 に よ る 。

　 （注）24 に つ い て は調査が で きなか っ たが、6 の家の長男を分家させ た可能性が高い。

（表 5）j村 の 年齢別男女人 口

　　 （出所）2004年 5 月の 調査 に よ る。

（表 6）g 村の 年齢別男女人 口

（出所）2006 年 5 月の調査に よ る。
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　　　　　　注

　　　　　　　（1）2002年に 中甸県か ら香格里拉県と名称が変 わ っ た 。

　　　　　　　 （2）2003年 以前は 1 つ の 鎮 と 7 つ の郷で あ っ た の が、2003年 1 月 に郷が撤廃 され、8 つ の鎮 に

　　　　　　　　　 な っ た。

　　　　　　　 （3）B 鎮 の 総人 口 は 8550人、1439 戸 で 、その うちチベ ッ ト族 は 8356人 で 全体 の 97．73 ％ を占めて

　　　　　　　　　 い る （1990年時点）。

　　　　　　　 （4）徳欽県か ら四川省攀枝花市まで 鉱石を運び、帰 りに鉄材やセ メ ン トな ど を運ん で くる。1往復

　　　　　　　　　 で 10 日間ほ どかか り、中型 トラ ッ クで 3000元 （45000 円）ほ どの 純利益が ある。
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（5）煉瓦づ くりをして い る 村民の 話 に よ る と、 1985年か ら煉瓦 づ くりを始め た。1 回 に 3 万個あま

　　り作り、年間に 4 回窯で焼 くの で、年間 に 12万個作 る こ とが で き る と い う。煉瓦 の 価格は 1 個

　　あた り O．4 元 （約 6 円）で 、12 万個 の 価格は 48000 元 （約 72 万円） に なる。諸経費や人件費

　　を差 し引 くと、およそ 4 万元 ほ どの収入 に な る 。 B 村で最もた くさ ん煉瓦を作っ て い る村民 が j
　　村 に 住ん で い る が 、そ の 村民 で 年 間の 煉瓦 に よ る収入 が 7、80000 元 （約 105万円 〜 120万 円）

　　あ る 。

（6） この 家は 2004年 の 元旦に招待所 を開業 した 。 建設費用 は土地代 を含 み、90 万元 （約 1350万

　　円〉あま りで あ る 。 費用 の 半分 の 45 万元 は 自己資金 と親戚や友人か ら借 りた もの で 、残 りの 半

　　分は銀行の ロ ーン で あ る 。 銀行 ロ ーン の 利息 は
、 1 万元借 りる と 1 日 2．5元 （約 38 円）つ く。

　　この 村民 の 招待所 は、5 月 と 10 月 の ゴー
ル デ ン ウ ィ

ー
ク （黄金周）に満室に なるの みで、年間

　　の利益 は 1万元 （15万円）ほどで ある。

（7）ブドウ栽培をして い る村民は 1 戸が 4 畝 （約 2667   ）、もう 1 戸は 2 畝 （約 1333   ）作 っ て

　　い る だけで あ る 。 採算が合わな い の で ブドウ栽培 をする村民 は少な い 。

〔本研 究 は 平成 18年度愛知大学国際中国研究セ ン ター
の COE 研究助成 の 成果 の

一
部で あ る。〕
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